
演習問題集４年上第１３回・くわしい解説
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (1)

この数の並びには，「 1，3，1，2 」の４個がくり返されています。

５４個目の数字が何なのかを求める問題ですが，１セットは４個です。

５４÷４＝１３ あまり ２ ですから，５４個目までに，１３セットと，あと２個

あります。

「 1，3，1，2 」が１３セットと，あと２個です。

あと２個というのは「１，３」ですから，５４個目の数字は３になります。

反復問題(基本) 1 (2)

この○と●の並びには，わかりにくいですが「○○●○○○●」の７個がくり返され

ています。

９５個まで並べたのですが，１セットは７個です。

９５÷７＝１３ あまり ４ ですから，９５個までに，１３セットと，あと４個

あります。

「○○●○○○●」が１３セットと，残り４個です。

残りの４個は，○と○と●と〇です。

１セットの「○○●○○○●」の中に，●は２個あります。

ですから，１３セットの中に，●は ２×１３＝２６（個）あります。

残りの４個は○と○と●と〇ですから，残りの４個の中に●は１個あります。

結局，●の個数は ２６＋１＝２７（個）になります。

1，3，1，2，1，3，1，2，1，3，1，2，1，……

4個4個 4個

○○●○○○●○○●○○○●○○●○○○●○○●○○ ……

7個 7個 7個
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (3)

この数の並びには，「 2，1，3，2，1，2 」の６個がくり返されています。

１個目から５０個目までの数字の和を求める問題ですが，１セットは６個です。

５０÷６＝８ あまり ２ ですから，５０個目までに，８セットと，あと２個

あります。

１セットの合計は，２＋１＋３＋２＋１＋２＝１１ で，それが８セットありますから，

１１×８＝８８ になり，残りの２個は２と１ですから，１個目から５０個目までの和は，

８８＋２＋１＝９１ になります。

2，1，3，2，1，2，2，1，3，2，1，2，2，1，……

6個 6個
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (4)

右の図のように分けて考えます。

左はしに が１本あり，そのあと， の

３本がくり返されています。

４０本のうち，左はしの を取りのぞくと，残りは ４０－１＝３９（本）です。

３９÷３＝１３ ですから， が１３個ぶんあることになります。

よって となるので，

答えは ５×１３＝６５（㎝）です。

……

5cm 5cm 5cm 5cm 5cm 5cm 5cm 5cm 5cm 5cm5cm 5cm 5cm
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (5)

まず，４月１５日から７月５日までは，何日間あるのかを求めましょう。

４月１５日から４月３０日までは，３０－１５＝１５（日間）ではありません。（ここ

が一番まちがえやすいところです。）

たとえば４月３日から４月５日までなら，４月３日，４月４日，４月５日の，３日間

です。５－３＝２（日間）ではなく，５－３＋１＝３（日間）となります。

同じようにして，４月１５日から４月３０日までは，３０－１５＋１＝１６（日間）

になります。

４月は１６日間，５月は３１日間，６月は３０日間，７月は５日までなので５日間で

す。

全部で，１６＋３１＋３０＋５＝８２（日間）になります。

ところで１週間は７日ですから，８２÷７＝１１ あまり ５ より，１１週間と，あ

と５日間になります。

この問題の場合，４月１５日は金曜日ですから，１週間は金曜日から始まることにし

ます。「金土日月火水木」が１週間，ということです。

４月１５日から７月５日までは，１１週間とあと５日間ですから，「金土日月火水木」

が１１セットと，あと「金土日月火」の５日間があまっています。

よって，７月５日は，火曜日になります。
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

反復問題(基本) 2

(1) この数の並びには，「 ４，６，２，２，４，６ 」の６個がくり返されています。

全部で７５個あります。

７５÷６＝１２ あまり ３ ですから，「 ４，６，２，２，４，６ 」が１２セット

と，あと３個あまっています。

１セットの中に４は２個ありますから，１２セットの中に４は，２×１２＝２４（個）

あります。

あまりの３個は「４，６，２」ですから，あまりの３個の中にも４は１個あります。

全部で，４は ２４＋１＝２５（個）あります。

(2) (1)で，７５個は「４，６，２，２，４，６」が１２セットと，あと「４，６，２」

の３個が あまっていることがわかりました。

１セットの和は ４＋６＋２＋２＋４＋６＝２４ ですから，１２セットの和は，

２４×１２＝２８８ です。

あまりの「４，６，２」を合わせて，２８８＋４＋６＋２＝３００ になります。
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

反復問題(基本) 3

(1) 右の図のように切りはなして考えます。

１つの の長さは，１＋１＝２（㎝）です。

１５÷２＝７ あまり １ ですから，７セットあって，あと１㎝あまります。

よって となります。

１つの は， のようにばらばらにすると，使ったはり金の長さは

４本ぶんありますから４㎝です。

７セットで，４×７＝２８（㎝）で，あと と の２㎝あまっていますから，

２８＋２＝３０（㎝）になります。

(2) １つの は， のようにばらばらにすると，使ったはり金の長さは

４本ぶんありますから４㎝です。

全部で５０㎝ぶん使ったのですから，５０÷４＝１２ あまり ２ なので，１２セッ

トと，あと２㎝あまっています。

よって下の図のようになります。

１つの の長さは，１＋１＝２（㎝）です。

１２セットで，２×１２＝２４（㎝）で，あまっている１㎝も合わせて，

２４＋１＝２５（㎝）になります。

……

2cm 2cm 2cm 2cm 2cm
1cm

2cm 2cm

2cm 2cm 2cm 2cm 2cm
1cm

2cm 2cm 2cm 2cm 2cm 2cm2cm

12セット
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

反復問題(基本) 4

(1) ６を１倍，２倍，３倍，……してできる数を書くと，次のようになります。

６，１２，１８，２４，３０，３６，４２，４８，５４，６０，６６，７２，……

一の位の数字だけを書くと，次のようになります。

６，２，８，４，０，６，２，８，４，０，６，２，……

よって，５～１０番目の数字は，０，６，２，８，４，０になります。

(2) (1)で，この数字のならびは，「６，２，８，４，０」の５個の数字のくり返しであ

ることがわかりました。

２７番目までは，２７÷５＝５ あまり ２ですから，「６，２，８，４，０」を１セ

ットとすると，５セットあって，あと２個あまります。あまりの２個は，「６，２」

です。

１セットの和は，６＋２＋８＋４＋０＝２０ で，それが５セットあるのですから，

２０×５＝１００ です。

あまっている２個も加えると，１００＋６＋２＝１０８ になります。

(3) 「6＋2＋8＋4＋0」＋「6＋2＋8＋4＋0」＋「6＋2＋8＋4＋0」＋…… と足していっ

て，２３６になったわけです。

１セットの和は，(2)で求めた通り２０です。

２３６÷２０＝１１ あまり １６ ですから，１１セットぶんと，あと１６だけ足し

たはずです。

「あと１６」というのは，「あと１６個」ということではなく，「和が１６」になる

ようにする，ということですから，６，２，８，……と足していって，１６になった

らOKです。

６＋２＋８＝１６ ですから，あと３個あれば，和が１６になります。

数字は１セットに５個ずつ１１セットと，あと３個使ったのですから，全部で

５×１１＋３＝５８（個）の数字を使いました。

よって最後に加えたのは，５８番目の数字です。

「6＋2＋8＋4＋0」＋「6＋2＋8＋4＋0」＋「6＋2＋8＋4＋0」＋「6＋2＋8＋4＋0」＋……

20 20 20 20 あと16

「6＋2＋8＋4＋0」＋「6＋2＋8＋4＋0」＋「6＋2＋8＋4＋0」＋………………＋ 6＋2＋8

20 20 20 あと16



- 9 -

演習問題集４上第１３回 くわしい解説

反復問題(練習) 1 (1)

この問題を，棒にたとえて説明していきます。

下のように，棒がすき間なく並べてあるとします。

３cm，２cm，３cm，２cm，１cm，３cm，２cm，３cm，２cm，１cm，……

１セットは「３cm，２cm，３cm，２cm，１cm」の５本です。

１セットの長さの和は，３＋２＋３＋２＋１＝１１（cm） です。

１７０÷１１＝１５ あまり ５ ですから，１７０cmの中に１５セットあって，

あと５cmあまっています。

１セットの中の，一番はじめの棒は３cm，次の棒の長さは２㎝で，その合計が，

３＋２＝５（㎝）となりますから，「あと５㎝あまっている」というのは，「あと２本あ

まっている」ということになります。

よって，１７０㎝は，「１５セットと，あと２本」ということになります。

１セットの中には，棒が５本ありますから，１５セットとあと２本では，

５×１５＋２＝７７（本）の棒があることかになります。

つまり，１番目から７７番目までの数字の和が，１７０になる，ということです。

2 133

11cm 11cm

・・・・

11cm

170cm

15セット

2 2 133 2 3 22 133 2
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

反復問題(練習) 1 (2)

１セットの中に，「２」は２個あり

ます。

この問題は，３５個目の「２」が

どこにあるか，という問題です。

３５÷２＝１７ あまり １ です

から，３５個目の「２」までに，１７セットあって，あと１個の「２」があることに

なります。

よって，１８セット目の，はじめに

出てくる「２」が，３５個目の「２」

になります。

右の表のようになるわけです。

１セットには，数字は「２，３，

２，１，３」の５個あり，それが

１７セットと，他に「２，３」の

２個あるのですから，５×１７＋２＝８７（番目）になります。

1セット目→３，２，３，２，１

2セット目→３，２，３，２，１

3セット目→３，２，３，２，１

4セット目→３，２，３，２，１

……………………………

２の個数

２個

２個

２個

２個

………

３５個

1セット目→３，２，３，２，１

2セット目→３，２，３，２，１

3セット目→３，２，３，２，１

4セット目→３，２，３，２，１

……………………………

３の個数

２個

２個

２個

２個

………

３５個

17セット目→３，２，３，２，１ ２個

18セット目→３，２ １個
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

反復問題(練習) 2 (1)

たとえば，２[５]というのは，２を５個かけあわせた数の一の位，という意味です。

２を５個かけあわせる，というのは，２×２×２×２×２，という意味です。

つまり，２[５]というのは，２×２×２×２×２ を計算したときの，一の位を求める，

ということです。 （２×５＝１０ という意味ではありません。）

２が１個の場合… ２のままです。２[１]＝２ です。

２が２個の場合… ２×２＝４ です。４の，一の位はもちろん

４ですから，２[２]＝４です。

このことを筆算で表すと，右の図のよう

になります。

２が３個の場合… ２×２×２ の，一の位を求めればよいことに

なりますが，２×２ の，一の位は４であること

がわかっています。

よって，その４の数字に，２をかけて，一の位

を求めればよいので，右の図のように一の位は，

「８」になります。

２が４個の場合… ２×２×２×２ の，一の位を求めればよいこ

とになりますが，２×２×２の，一の位は８であ

ることがわかっています。

よって，その８の数字に，２をかけて，一の位

を求めればよいので，右の図のように，一の位は

「６」になります。

十の位は，この問題には関係ないので，実際の数字を書かずに，

「○」としました。

２が５個の場合… ２×２×２×２×２ の，一の位を求めればよ

いことになりますが，２×２×２×２の，一の位

は６であることがわかっています。

よって，その６の数字に，２をかけて，一の位

を求めればよいので，右の図のように，一の位は

２になります。

よって，２[１]，２[２]，２[３]，２[４]，２[５]はそれぞれ，２，４，８，６，２にな

ります。

２
× ２

４

２
× ２

４
× ２

８

２
× ２

４
× ２

８
× ２

○６

２
× ２

４
× ２

８
× ２

○６
× ２

○２
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

反復問題(練習) 2 (2)

(1)で，次のことがわかりました。

２[１]＝２，２[２]＝４，２[３]＝８，２[４]＝６，２[５]＝２

さらに，２[６]も求めてみます。

２が６個の場合… ２×２×２×２×２×２ の，一の位を

求めればよいことになりますが，

２×２×２×２×２の，一の位は(1)の問

題で，２であることがわかっています。

よって，その２の数字に２をかけて，

一の位を求めればよいので，右の図のよ

うに，一の位は「４」になります。

ところがこの計算は，右の図の太い２つのワクを見ると

わかる通り，２[２]＝４ を求めたときと，まったく同じ計

算をしています。

つまり，２[１]，２[２]，２[３]，……を並べてみると，次のように，４個ずつのセッ

トが続いていくことになります。

（ア） ２，４，８，６，/ ２，４，８，６，/ ２，４，８，６，……

この問題は，上の（ア）のように数字を３０個並べた場合の，数字の和を求める問題

になります。

数字は全部で３０個あって，１セットは４個ですから，３０÷４＝７ あまり ２

により，７セットと，あと２個です。

１セットの和は，２＋４＋８＋６＝２０ です。

７セットで，２０×７＝１４０ です。

あまっている２個は，２と４ですから，３０個の和は，１４０＋２＋４＝１４６ に

なります。

２
× ２

４
× ２

８
× ２

○６
× ２

○２
× ２

○４
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

反復問題(練習) 3

下の図のようにすると，はじめに という形があり，そのあとに という

形が何回もくり返されていることがわかります。

はじめの という形のために，竹ひごは４本使いますから，残りの竹ひごは，

１４０－４＝１３６（本）です。

という形１つのために，竹ひごは８本使います。

１３６÷８＝１７ ですから， という形を１７個作ることができます。

右の図のＡからＢまでに，５cmが１７個

あることになるので，ＡからＢまでの長さ

は，３×１７＝５１（cm）になります。

・・・・
・・・・

・・・・
・・・・

・・・・
・・・・

・・・・
・・・・

Ａ Ｂ3cm 3cm 3cm
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

反復問題(練習) 4

(1) 丸太の長さは，６ｍ＝６００cmです。

４０㎝，４０㎝，５０㎝，４０㎝，４０㎝，５０㎝，４０㎝，……というように切

るのですから，１セットは「４０㎝，４０㎝，５０㎝」です。１セットの長さは，

４０＋４０＋５０＝１３０（㎝）です。

６００÷１３０＝４ あまり ８０ ですから，４セットあって，あと８０㎝あまって

います。

１セットは「４０㎝，４０㎝，５０㎝」の３個で，それが４セットありますから，

３×４＝１２（個）です。

あまりの８０㎝は，「４０㎝，４０㎝，５０㎝」の，はじめの４０㎝と次の４０㎝の

２個の合計で，４０＋４０＝８０（㎝）です。

よって，１２個と２個なので，全部で １２＋２＝１４（個）になります。

(2) シリーズ４上第１２回の，練習 5 で，

たとえば８個に切り分けたとしたら，

８－１＝７（回）切ったことになり，

休みは，７－１＝６（回）になることが

わかりました。

(1)で求めた通り，この問題では１４個に

なったのですから，

１４－１＝１３（回）切って，１３－１＝１２（回）休んだことがわかりました。

１回切るのに３分かかるので，１３回切るのに ３×１３＝３９（分）かかります。

また，１回休むのに１分かかるので，１２回休むのに １×１２＝１２（分）かかり

ます。

全部で，３９＋１２＝５１（分）かかります。

休 休 休 休 休 休
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

反復問題(練習) 5

(1) ６月２０日から６月３０日までは，３０－２０＋１＝１１（日間）あります。

（１０日ではないことに注意しましょう。）

７月は１日から３１日まであるので，３１日間です。

８月は１日から１６日までの，１６日間です。

全部で，１１＋３１＋１６＝５８（日間）です。

１週間は７日間ですから，５８÷７＝８ あまり ２ により，５８日間は，

８週間と，あと２日間です。

１週間は，６月２０日の水曜日から始まるので，「水木金土日月火」です。

６月２０日から８月１６日までの５８日間は，「水木金土日月火」が８週間と，

あと２日間のあまりは「水木」です。

よって８月１６日は，木曜日になります。

(2) (1)で，６月２０日から８月１６日までに，「水木金土日月火」が８週間と，あと

「水木」があることがわかりました。

「水木金土日月火」の中の，水，木，金，月，火の５日間は平日なので４問ずつ，

土曜日は８問，日曜日は１２問解くので，１週間で，４×５＋８＋１２＝４０（問）

を解きます。

８週間で，４０×８＝３２０（問）解きます。

あまりの「水木」は，水曜日は平日なので，４問解きます。

水曜日までで，３２０＋４＝３２４（問）です。

さて最後の木曜日ですが，木曜日が平日だからといって４問解くとは限りません。

最後の日には何問か解いて終わるのですから，４問解かなくても終了してしまっ

た可能性があります。

最後の日には最低で１問だけ解くことになります。このときは算数の課題は，

３２４＋１＝３２５（問）あったことになります。

最後の日には最高で４問解くことになります。このときは算数の課題は，

３２４＋４＝３２８（問）あったことになります。

よって，算数の課題は３２５問以上，３２８問以下になります。
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

トレーニング①

(1) 「○○●」の３個のくり返しです。

２０÷３＝６ あまり ２ なので，６セットと，あと２個あまります。

よって「○○●」が６回くり返されて，あと「○」と「○」の２個があるので，

２０番目は○になります。

(2) 「Ａ，Ｂ，Ａ，Ｃ」の４個のくり返しです。

３５÷４＝８ あまり ３ なので，８セットと，あと３個あまります。

よって「Ａ，Ｂ，Ａ，Ｃ」が８回くり返されて，あと「Ａ」と「Ｂ」と「Ａ」の３

個があるので，３５番目はＡになります。

(3) 「Ｂ，Ａ，Ｃ，Ｂ，Ｃ」の５個のくり返しです。

８０÷５＝１６ なので，ちょうど１６セットあります。

よって「Ｂ，Ａ，Ｃ，Ｂ，Ｃ」が１６回ちょうどくり返されたところが８０番目な

ので，８０番目の記号は「Ｂ，Ａ，Ｃ，Ｂ，Ｃ」の中の一番最後の記号である，Ｃに

なります。
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

トレーニング②

(1) 「●○●」の３個のくり返しです。

２４÷３＝８ なので，ちょうど８セットあります。

１セットの「●○●」の中には○が１個あるので，８セットの中には○が，

１×８＝８（個）あります。

(2) 「○●○●○●●」の７個のくり返しです。

５５÷７＝７ あまり ６ なので，７セットと，あと６個あまります。

１セットの「○●○●○●●」の中には●が４個あるので，７セットの中には●が，

４×７＝２８（個）あります。

あまりの６個は，「○●○●○●」ですから，この中には●が３個あります。

よって全部で，２８＋３＝３１（個）になります。

(3) 「Ｂ，Ａ，Ａ，Ｃ，Ｃ，Ｂ」の６個のくり返しです。

１００÷６＝１６ あまり ４ なので，１６セットと，あと４個あまります。

１セットの「Ｂ，Ａ，Ａ，Ｃ，Ｃ，Ｂ」の中にはＣが２個あるので，１６セットの

中にはＣが，２×１６＝３２（個）あります。

あまりの４個は，「Ｂ，Ａ，Ａ，Ｃ」ですから，この中にはＣが１個あります。

よって全部で，３２＋１＝３３（個）になります。
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

トレーニング③

(1) この数の並びには，「 1，2，1」の３個がくり返されています。

１個目から３３個目までの数字の和を求める問題ですが，１セットは３個です。

３３÷３＝１１ ですから，３３個目までに，１１セットぴったりあります。

１セットの合計は，１＋２＋１＝４ で，それが１１セットぴったりありますから，

４×１１＝４４ になります。

(2) この数の並びには，「 2，1，1，3，2」の５個がくり返されています。

１個目から４７個目までの数字の和を求める問題ですが，１セットは５個です。

４７÷５＝９ あまり ２ ですから，４７個目までに，９セットと，あと２個

あります。

１セットの合計は，２＋１＋１＋３＋２＝９ で，それが９セットありますから，

９×９＝８１ になり，残りの２個は２と１ですから，１個目から４７個目までの和は，

８１＋２＋１＝８４ になります。
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

(3) この問題を，棒にたとえて説明していきます。

下のように，棒がすき間なく並べてあるとします。

３cm，１cm，２cm，３cm，３cm，１cm，２cm，３cm，３cm，１cm，……

１セットは「３cm，１cm，２cm，３cm」の４本です。

１セットの長さの和は，３＋１＋２＋３＝９（cm） です。

１３２÷９＝１４ あまり ６ ですから，１３２cmの中に１４セットあって，

あと６cmあまっています。

１セットの中の，一番はじめの棒は３cm，次の棒の長さは１㎝，その次の棒の長さ

が２㎝で，その合計が，３＋１＋２＝６（㎝）となりますから，「あと６㎝あまってい

る」というのは，「あと３本あまっている」ということになります。

よって，１３２㎝は，「１４セットと，あと３本」ということになります。

１セットの中には，棒が４本ありますから，１４セットとあと３本では，

４×１４＋３＝５９（本）の棒があることかになります。

つまり，１番目から５９番目までの数字の和が，１３２になる，ということです。

1 33

9cm

132cm

14セット

2 1 33

9cm

2
……

1 33

9cm

2

6cm

13 2
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

トレーニング④

(1) ２月２日から２月２５日までは，２５－２＋１＝２４（日間）あります。

（２３日ではないことに注意しましょう。）

１週間は７日間ですから，２４÷７＝３ あまり ３ により，２４日間は，

３週間と，あと３日間です。

１週間は，２月２日の月曜日から始まるので，「月火水木金土日」です。

２月２日から２月２５日までの２４日間は，「水木金土日月火」が３週間と，

あと３日間のあまりは「月火水」です。

よって２月２５日は，水曜日になります。

(2) ４月１２日から４月３０日までは，３０－１２＋１＝１９（日間）あります。

（１８日ではないことに注意しましょう。）

５月は１日から３１日まであるので，３１日間です。

６月は１日から８日までの，８日間です。

全部で，１９＋３１＋８＝５８（日間）です。

１週間は７日間ですから，５８÷７＝８ あまり ２ により，５８日間は，

８週間と，あと２日間です。

１週間は，４月１２日の木曜日から始まるので，「木金土日月火水」です。

４月１２日から６月８日までの５８日間は，「木金土日月火水」が８週間と，

あと２日間のあまりは「木金」です。

よって６月８日は，金曜日になります。
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

(3) １０月１６日から前にもどっていって８月１０日までが何日間あるかというのは，

８月１０日から１０月１６日までが何日間あるかというのと同じです。

８月１０日から８月３１日までは，３１－１０＋１＝２２（日間）あります。

（２１日ではないことに注意しましょう。）

９月は１日から３０日まであるので，３０日間です。

１０月は１日から１６日までの，１６日間です。

全部で，２２＋３０＋１６＝６８（日間）です。

１週間は７日間ですから，６８÷７＝９ あまり ５ により，６８日間は，

９週間と，あと５日間です。

１週間は，１０月１６日の土曜日から始まりますが，ここで注意！

１週間は，「土日月火水木金」ではありません。

１０月１６日から前にもどっていくので，１週間は「土金木水火月日」です！

１０月１６日から前にもどっていって８月１０日までの６８日間は，

「土金木水火月日」が９週間と，あと５日のあまりです。

あと５日間のあまりは「土金木水火」です。

よって８月１０日は，火曜日になります。
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

実戦演習①

(1) この数の並びには，「３，１，５，６，８」の５個がくり返されています。

１個目から５０個目までの数字の和を求める問題ですが，１セットは５個です。

５０÷５＝１０ ですから，５０個目までに，１０セットぴったりあります。

１セットの合計は，３＋１＋５＋６＋８＝２３ で，それが１０セットぴったりあり

ますから，２３×１０＝２３０ になります。

(2) この問題を，棒にたとえて説明していきます。

下のように，棒がすき間なく並べてあるとします。

３cm，１cm，５cm，６cm，８cm，３cm，１cm，５cm，６cm，８cm，３cm，１cm，……

１セットは「３cm，１cm，５cm，６cm，８㎝」の５本です。

１セットの長さの和は，３＋１＋５＋６＋８＝２３（cm） です。

１０００÷２３＝４３ あまり １１ ですから，１０００cmの中に４３セットあって，

あと１１cmあまっています。

１セットの中の，一番はじめの棒は３cm，次の棒の長さは１㎝，その次の棒の長さ

が５㎝で，その合計は，３＋１＋５＝９（㎝）で，まだ「あまりの１１㎝」をこえま

せん。

しかし3㎝，１㎝，５㎝，６㎝の４本だと，３＋１＋５＋６＝１５（㎝）で，「あま

りの１１㎝」をこえます。

よって，４３セットとあと４本で，１０００㎝をこえることになります。

１セットの中には，棒が５本ありますから，４３セットとあと４本では，

５×４３＋４＝２１９（本）の棒があることかになります。

つまり，１番目から２１９番目までの数字の和が，１０００をこえる，ということ

です。
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

実戦演習②

たとえば３まいの紙の場合は，右の図のように

分けて考えます。

１まいの の面積は，

５×５－２×２＝２１（㎝2）です。

また， の面積は，２×２＝４（㎝2）です。

よって，３まいつなげた場合だったら，「２１×３＋４」という式になります。

この問題では，何まいつなげたのかがわからず，全体の面積が１０３３㎝2であること

がわかっているので，つなげたまい数を□まいとして，「２１×□＋４＝１０３３」とし

ます。あとは逆算です。

１０３３－４＝１０２９ １０２９÷２１＝４９

よって，４９まいの紙をつなげたことになります。
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

実戦演習③

(1) 下の図のように分けて考えます。

１セットは の４まいとなっていて，左はしから右はしまでの

長さ（アの長さ）は，６＋４＋４＋２＝１６（㎝）です。

５０まいの場合は，５０÷４＝１２ あまり ２ なので，１２セットと，あと２まい

です。

１セットは１６㎝なので，１２セットでは，１６×１２＝１９２（㎝）です。

あと２まいは， となっているので，６＋４＝１０（㎝）です。

よって，５０まいならべたときの，左はしから右はしまでの長さは，

１９２＋１０＝２０２（㎝）になります。

(2) 左はしから右はしまでの長さを，３.０２ｍ＝３０２㎝にします。

１セットは，(1)でわかった通り１６㎝ですから，３０２÷１６＝１８ あまり １４

により，１８セットと，あと１４㎝です。

１セットには４まいあるので，１８セットでは，４×１８＝７２（まい）です。

あまりの１４㎝は， の３まいで ６＋４＋４＝１４（㎝）ですから，

全部で，７２＋３＝７５（まい）をならべたことになります。

………

6cm
4cm

2cm

4cm

ア

6cm
4cm

6cm
4cm

4cm
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演習問題集４上第１３回 くわしい解説

実戦演習④

(1) ４月は，１日から３０日までの３０日間あります。

１週間は７日間なので，３０÷７＝４ あまり ２ により，４週間と，あと２日です。

１週間は，４月１日の火曜日から始まるので，「火水木金土日月」が１週間です。

よって，４月は，「火水木金土日月」が４週間ぶんと，あと「火水」の２日があまっ

ていることになります。

この雑誌は，毎週火曜日と金曜日の２回発行されます。

４週間では，２×４＝８（回）発行されます。

あまりの「火水」のうち，火曜日には発行されるので，あと１回プラスされて，

８＋１＝９（回）発行されますから，第１号から第９号まで発行されたことになりま

す。

(2) この雑誌は，１週間に２回発行されます。

第２０号まで発行されたということは，２０÷２＝１０ により，１０週間かかった

ことになります。

右の図のようになります。

１週間は７日間ですから，１０週間は，

７×１０＝７０（日間）です。

右の図の★が，ちょうど７０日間ぴったり

の日ですから，４月７０日です。

第２０号が発行されるのはその３日前の金

曜日ですから，４月６７日です。

ところが答えは４月６７日ではありません。

当然ですね。４月は３０日までしかないから

です。

６７－３０＝３７ ですから，４月６７日＝５月３７日です。

５月は３１日までしかないので，３７－３１＝６ですから，答えは６月６日金曜日

になります。

火 水 木 金 土 日 月

第１週 ① ②

第２週 ③ ④

第３週 ⑤ ⑥

第４週 ⑦ ⑧

第５週 ⑨ ⑩

第６週 ⑪ ⑫

第７週 ⑬ ⑭

第８週 ⑮ ⑯

第９週 ⑰ ⑱

第10週 ⑲ ⑳

4月1日

？月？日

★


